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＜今戦の結果＞ 

 

１日目   予選  決勝     ２日目 予選  決勝 

大類康幸   ３位  ４位   大類康幸  ２位  ２位 

板橋健幸   ６位  ７位   板橋健幸  ６位  ６位 

齋藤海斗   ７位  ６位   齋藤海斗  ７位  ７位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



RACE REPORT 

＜大類選手コメント＞ 

予選はベストタイムが第 1戦、セカンドベストが第 2戦で 3位、2位スタートでした。 

第 1戦はラスト 1周まで 3位キープしたが後続選手に 1コーナー進入でインを刺されて 

4位。ラスト 1周ホームストレートで一旦前に出るも 1コーナー進入でインを刺されコー

ナーで並んだが抜けず。第 2戦はスタートでホールショットを決めたが進入でアウトを刺

され 2位に。中盤まで後続選手に追い付かれたが前選手の SPコーナーのミスで運良く離

し 2位キープ。1位の荒川選手の走りに衝撃を受け、動きが自分と全く違いどのコーナー

もターンインでクイックに曲がり楽に真っ直ぐ立ち上がる走りでした。次戦、荒川選手は

欠場し、第 4・5戦は出場予定なので、必ず勝てるように車両のセットアップ等を見直し

次に繋げます。応援有難う御座いました。これからも宜しくお願いします。 

＜板橋選手コメント＞ 

今回のレースウィークで初の朝１本目走行となり、予選タイムは自己ベストでしたが、決

勝で前との差が少ない間に追いつきたいという焦りから数回スピンし、チェッカーを受け

ました。決勝２戦目では 1台スピンした車両の為一時的に 5位になりましたが、直後に追

いつかれたプレッシャーでタイムを落とし 6位でした。もっとペースが上げられれば順位

キープが出来ましたが、これが現状の己の実力と受け止め、次戦へ繋げます。応援して下

さった皆様有難う御座いました。またこれからも宜しくお願い致します。 

＜齋藤選手コメント＞ 

今回のレースで練習走行では順調にタイムを上げ走りも少しずつ良くなってきたが、

Rd.1/Rd.2共に練習時と同様の走りが出来ず、タイムもベストも練習時より 2秒落ちでし

た。Rd.1決勝ではラジエータの水漏れに気づかず走行し、停めた後にやってしまったと後

悔し、Rd.2は走れたがスタートでホイールスピンし焦りでまともに走れず終わってしまい

ました。次のレースではもっとベストタイムを上げて練習時と同じ走りが出来るように努

力していきます。応援有難う御座いました。 

＜中村監督コメント＞ 

遂に２０１８菅生ラウンドが開幕致しました。 

今年は 3台体制で戦いに挑みます。Rd.1は車両のセットアップに違和感を感じて、Rd.2

にセットアップ等を変更しました。大類選手の健闘と車両のセットアップが合った事によ

り、2位表彰台を獲得致しました。が、次戦は優勝します。板橋選手・齋藤選手も共に常

にレベルアップ出来るように努力して参ります。皆様、応援宜しくお願い致します。 


